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【開催の目的】 

  富津市の公共交通は、鉄道、フェリー、高速バス、路線バス、タクシーと多様な交通手段が運行中

であるが、昭和 40 年代から自家用車の普及により、市民の移動手段は自家用車に大きく依存する形

に変化し、公共交通利用者は年々減少傾向にある。 

  今後も少子高齢化の進展が予想される中、現状の公共交通が地域の特性やニーズと合っているのか

を考える機会として、「公共交通の現状に関する理解を深める」、「地域に合った移動手段を考える」を

テーマとし、竹岡地区の公共交通を考えるワークショップを開催した。 

 

【対象】 

  竹岡地区に住まいの方で、地域を支えたい方、運転できない・運転が不安な方、通勤・通学で公共

交通を使う方 

 

【参加者数】 

  １１名 

 

【会場】 

  竹岡コミュニティセンター 集会室 

 

 

 

 

 

  

竹岡地区の公共交通を考えるワークショップ結果 
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第１回 竹岡地区の公共交通を考えるワークショップの結果 

１ 開催概要（日時・場所：平成 30 年 11 月 17 日（土）14：00～16：00 、竹岡コミュニティセンター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公共交通の現状 

を学ぼう‼ 

 ・富津市の公共交通の

現状 

 ・移動手段確保の状況

と課題 

 ・竹岡地区の公共交通

の現状 

テーマ１：日常の生活実態・移動実態を振り返ろう‼ 

テーマ２ 

：日常生活における移動の

困りごと・ニーズを考えよ

う‼ 

テーマ３ 

：竹岡地区で真に必要と思える公共交通を考えよう‼ 

  （移動ニーズが多かった行き先（最大３つ）） 
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２ ワークショップの結果 
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第２回 竹岡地区の公共交通を考えるワークショップの結果 

１ 開催概要（日時・場所：平成 30 年 12 月 15 日（土）14：00～16：00 、竹岡コミュニティセンター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹岡地区 公共交通空白地有償運送の概要 

テーマ２ 

：利用を増やすために地域で実践できる取組みを考えよう‼ 

 

テーマ１ 

：公共交通空

白地有償運

送サービスの

良い点や、も

っと良くする方

法を考えよう

‼ 
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２ ワークショップの結果 
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竹岡地区の公共交通を考えるワークショップ参加者アンケート  

集計結果  

ワークショップ参加者１１名（うち、当日出席者９名）  回収票数８    

質問１ ワークショップに参加してよかったですか。 

１．はい   ２．いいえ   ３．どちらともいえない 

 

 

 

質問２ ワークショップの内容のわかりやすさはどうでしたか。 

１．わかりやすかった 

（理由                             ） 

２．わかりにくかった 

（理由                             ） 

３．どちらともいえない 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問２ 

（「１．わかりやすかった」と回答した者の自由記載） 

テーマ設定がシンプル 

事前にプリントによる説明があったこと 
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質問３ ワークショップに参加して、充分意見を出せましたか。 

１．出せた  ２．まあまあ出せた  ３．出せなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問４ ワークショップに参加して、新しく気づいたこと、発見したことがありますか。 

１．ある     

（内容                             ） 

２．ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問４ 

（「１．ある」と回答した者の自由記載） 

１人の知恵ではダメ。複数いて初めて発想
が生まれる。 
公共交通空白地の仕組み、取り組みなど 
最初に市の方が言われたが、この取組が竹

岡地区でなく、富津市内各所でやってほし
い。 
市の取り組み、方向性や計画をもっと知り
たいと思った。ワークショップは皆で作る
もの。 
自家用車を維持する経費と有償運送の経費
（自己負担分）の比較を見せていただく
と、高い安いの感覚が変わります。 
初めて参加なのでいろいろ 
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質問５ より良いワークショップとするために、アドバイスがありましたらご記入 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問６ その他、ワークショップで伝えられなかったこと、市の公共交通（路線バス

等の交通機関や公共交通空白地有償運送）の運行に関するご意見等がありまし

たらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自由記載 

１人の持ち時間を定めて、テーマごとにフリーディスカッションをしてもい
いのではないか。 
この会議を今後も開くと良いと思います。 
その時のワークショップの目的を明確にわかりやすく（今回は良い見本） 
ワークショップは、市が主体になってされているのがよかったです。わだち
の運行施行後も変わらず市が関わってほしいです。 
市としての今後の計画（観光や人口を増やすこと）についての、取り組みを
教えてほしい。 
少し議題が限定的だったように思う。もう少し包括的な議論が必要。スクー
ルバスや鉄道、高速バス全体の有り方、設計） 

大変ご苦労さまでした。これからもよろしくお願いします。 
 

自由記載 

ドアツードアのニーズはあくまで残る。これをどうするか考え続けて欲し

い。 

とにかく、実際にご利用される方、必要のある方へのアクセスが何よりも大事。

いち早く、その実態を把握して充分なコミュニケーションをとって進めたいも

のです。 

質問４に関連しますが、交通困難者（将来も含めて）は、市内全いきにわたっ

ていると思いますので、ドアツードアの交通手段も重要な課題です。 

竹岡、萩生地区に住む人が、少なくとも一人一回は、交通問題についての考え

（疑問でも要望でも）を遠慮や物おじなしに、語れるよう、各自治会が機会を

つくると良いと思います。 

労働人口を増やすには、東京までのバス停に徒歩で行けることが重要。結局自

家用車を使うのであれば、君津ＢＴ、袖ケ浦ＢＴに勝てない。高速竹岡バス停

が無くなったら引っ越すと思う。 

 


